戦争つ てきら いだ。 きらいだ とおつ しゃ つて 〔# 「おつ 

しゃって」 は 底本で は 「おっしゃて 匕 いました。 だから 

あんまり そんな 事 を ひとに いうと しかられ ますよ、 と 

いうと、 おかあさん は、 じっと 僕 を 見て、 涙ぐんで い 

うのです。 

「健ち やん は、 いい 子に なって 下さいね。 人に も 自分 

にもう そ をい わない、 正直な、 いい 人に なって 下さい 

ね。 —— 健ち やん は 戦争が 好きな の？」 つて おっしゃ 

レます 

僕 は、 戦争の ことって よく 知らないの だけれ ど、 何 

処へ 行っても 米英 を 敵 だ、 というので、 僕 はわる い 国 



はい や だと 思って いました。 第一、 毎日 Bgr が、 たく 

さんのお 家 を 焼きに くるので、 こわい 国 だと 思って い 

ました。 

戦争が すむ と、 急に のんびりして、 夜 もお 寝巻で 朝 

まで ぐっすり 寝られる し、 宏 ちゃん も おびえて 泣かな 

くな りました。 

「健 ちゃんが 大きくな つたら、 戦争なん かしないで 下 

さいね。 戦争が あると、 みんなが くるしむ のよ。 くる 

しんだ 上に、 たくさんの 人が 死んで しまう のよ。 その 

上、 東京 だって こんなに 焼けて しまって、 みんな 住む 

お 家 もなくて 困る でしよう」 



あの 時の こと を いろいろ 思い出す と、 まるで 夢の よ 

うです。 僕のお かあさん はとても 元気でした。 僕が 泣 

き だすと おかあさん はとても ひどく おしかり になり ま 

した。 
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おとうさんが かえってい らっしゃって、 僕たち はみ 

んな 元気に なりました。 おとうさん もた のしい ので 

しょう、 よく 口笛 を 吹きます。 僕 も、 おとうさん のま 

ね をして、 口笛 を 吹く ことが 上手に なりました。 〔# 



みんな 大きくて ゆく わい そうです。 僕たち はどうした 

ら いい かと まごまごし ていたら、 近よ つ てきた ァ メリ 

力の 兵隊さん は、 ネバマ イン、 ネバマ インと いい まし 

た。 そして 僕の 肩 を 軽く たたいて 行きました。 
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要さん は、 昨日 小 田 原に 行った の だとて、 僕と 静子 

にみ かん を 持つ てきて くれました 〔# 「きて くれました」 

は 底本で は 「きく てれました 匕。 みかんって どうして こ 

ん なにき れいな のでしょう。 いいに おいね、 と静 子が 



いました。 僕 は 何だかお とうさんの、 このと きの 笑つ 

た 顔 を 忘れる ことが 出来ません。 

「子供が あるから、 私たちす くわれる のよ、 子供って 

花束み たいな ものね。 にぎやか でい いわ」 

「こいった ちがいる から 安子 も 今日まで 一 しょうけん 

めい 生きて いたの だと い つ てます よ」 

安子と いうの は 僕のお かあさんの 名前です。 

4 

僕のお とうさん は、 とてもお 話が 上手です。 おとう 



さん は 自分で 話 をつ くつ て 僕たちに 話して くれます。 

—— あると ころに 豚と 鶏が いて、 ふたり はとても 仲よ 

しでした。 鶏 はいつ も 豚の そばで 餌 をつ いばんで いま 

した。 夜に なって お 月 様の 出る のがい ちばん 好きで し 

た。 豚 はお 月 様が 出る 夜 だと、 ひとりで きもちよ さそ 

うに 唄 をうたい ました。 

それ はこん な 唄です 〔# 「唄です」 は 底本で は 「唄です 

す 匕。 

お 月 様 

わたし はきば が ほしいの です 



このごろ、 おとうさん は 夕方に なると、 「ああつ かれ 

たね」 といって かえって きます。 

静 子と 宏 ちゃん はま だ 小さい から、 いつでも 同じよ 

うに、 

「おとうさん、 おみやげ は：：」 といい ます。 

僕は静 子と 宏 ちゃんに わざと こわい 顔 をし ます。 静 

子に は、 何度い つてき かせても おとう さんがお 仕事 を 

みつけに いらつ しゃる 事が わからない 様子です。 

おとうさんの まるい 顔が すこし やせて きました。 僕 

はお 夕飯の あと、 おとうさんの 肩 をた たいて あげます _ 



いました。 

「お 互に ひどいめにあい ましたね。 寒かった でしよう、 

さァ、 どうぞ 」 お 客 さまの 声 はき こえない。 

「ま ァ、 大きい お 魚、 黒鯛です わね」 

おかあさんの 声。 お 魚 を 持って きたの かしら。 こん 

なにお そくお 魚 を 持って くるなん て 変 だな、 どこの 人 

なのだろう。 僕 は 何だか こわい なと 思いました。 
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朝起きたら、 だいどころに、 大きい 黒鯛が かごの な 



とがない。 にこに こして いて、 とまって いても、 ひま 

が あると 何だか 用事 をみ つけて して おられる。 薪 も 

割っても らいました。 お餅 をつ くのに もてつ だってつ 

いても らいました。 

おじさん は 東京に 早く 家 をみ つけたい とい つて おら 

れ ました。 長く 住んで いたと ころ は、 一番な つかしい 

といつ て おられました。 
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おとうさん は、 吉 田さん のお じさんのお すすめで、 



静子は 勉強す る 時、 いつもす るよう に 鼻ば かりかん 

でい ます。 

僕 は、 ェ ンピッ のしん を 細く けずらなければ 書け な 

いくせ が あるので、 三本の ェン ピッを みんなて いねい 

にけ ずつ てお きます。 

静子 は、 なかなか 書け ない とみえて、 もじもじ ばか 

りして います。 

「黒鯛って 寒い ところの おさかな かしら」 とき かれて 

も 僕 はだ まっている ことにしました。 かまって いて は 

僕が 書け なくな つ てし まう からです。 

「ねえ、 どんなと ころに did んで いるの。 浅い ところ か 



しら、 深いと ころ かしら： . • ずいぶん 骨の 太いお さか 

なね。 うろこが 大き いわねえ」 

僕 はじろ りと にらみつけて、 静 子に は 返事 をし ない 

事に しました。 

「あれ はお さしみに ならない つ てお かあさんい つたわ、 

おさしみ にす るに はまず い つ て」 

あいかわら ずしらん 顔 をして いました。 

くろ だ い 

くろだい はだれ もい なくなった だいどころで、 じつ 



あたたかい 海の 中へ かえりた いと おもいました。 歩 

きたいの です けれど、 人間の ような 足が ありません。 

くろだい は、 じっと 耳 をす ませて いました。 ことつ こ 

と つ と 何だか 自分の そば を 走つ ている ものが あります _ 

くろだい はこ わくな つ てきて、 うろこ を ガラスの よう 

にかたく していました。 ここが 海の 中だった らいいと 

おもいました。 どうして、 あの 時に つかまって しまつ 

たの かと、 くろだい はしず かな 気持に なって 泣き まし 

た。 あんまり 泣いた ので、 大きい 目玉に 血が のぼって 

きました。 水の ない ところな ので、 何でも かわいて し 

まいます。 第一、 しつ ぼ も ひれ も 固くなって うごき ま 



わせる と、 静子は 女の くせにつ めたい 人間 だから、 何 

でも はっきりして いるの だとお つ しゃいました。 
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すっかり 春ら しくな りました。 

僕 は、 このごろ、 毎日 畑つ くりです。 おとうさんと 

二人で 灰 をつ くって は 土に まぜて やります。 僕の 植え 

たからし 菜が もう 青青して きました。 

畑 をす るの はとても たのしみです。 

せまい 庭です けれど、 僕 はいろ いろな もの を 植え ま 



した。 ほうれん 草、 ちしゃ、 じ やがい も、 小 かぶ、 春 

菊、 そんな もの を 植えました。 

じ やがい も は、 長 野の 本 田さん のお じさんが すこし 

下さった の を、 芽のと ころ を 中心に して 二つ 三つに 

切って、 切り口へ 灰 をつ けて 植えました。 だんしゃく 

という 種類 だそう です。 とても 大きい おい もです。 

僕 はじ や が い もが 好き で す。 

早く 花が 咲いて、 大きい おい もが，、 - J ろ， 、- J ろ 出来 て く 

れ ると いいな。 今日は、 僕たち は、 学校が お昼まで だつ 

たので、 金 井 君と 畑 をす る ことにしました。 

今日は 金 井 君が、 僕のう ちの 畑 を 手つ だって くれる 



田 だってい つてい るよ。 いくら 空襲が あっても、 君が 

いちばんよ かったつて：：」 

o 

「こんな こと、 うまくいえない けど、 僕、 田舎 はこり 

ごり だ。 畑 をした くった つて、 土地が ないし、 お 百姓 

の 道具なん て 何もないだろう。 だから、 みんな 手で 

掘った よ。 石ころの 川床に なった 荒 地 を 手で たがやし 

たんだ ぜ。 小さい かぼちゃが すこし 出来た かな。 山 本 

先生 だの、 大木 先生ね、 時時 リン ゴを 買い出しに 行つ 



だぜ。 みた ことはないだろう。 僕たち 山で、 月夜に、 

Bgr が、 村の 上 をと おつたん で、 そっと そとに 出て み 

たんだよ。 白い 山山に、 Bg- のサ クン サ クン サク 

ン つて いう、 ェ ン ジンの 音が はんしゃして とても きれ 

いだった よ。 星が いっぱい 光って て 夜の 凍って いる 

山って すごい よ」 金 井 君が 思い出した ようにい いまし 

た。 

凍った 山って どんな だろうと 思います。 僕 はみ みず 

を ほじく リ 出した ので、 しばらくみ つめていました。 

のの 字に なったり、 S の 字に なったり して さかんに 運 

動し ます。 泥 まみれの みみず は 汗ばんで いるよう です _ 



金 井 君 は 口笛 を 吹き はじめました。 何ともい えない 

ぬるい 風が 吹いて、 今日はね むくなる ような お天気で 
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おとうさん はこの ごろおつ とめです。 

おとうさん はいつ も 口笛 を 吹いて おかえりです。 こ 

の あいだ、 おとうさん は 古道具屋で のこぎ リを 買つ て 

きました。 四十 円 もす るの だそう です。 

この、 のこぎりで 鶏 小 舎 をつ くつ て 下さる の だそう 



早く 鶏のお うちが 出来て、 宇都 宫の 鶏が 来る といい 

と 思います。 今日は 日曜日な ので、 僕 は 金 井 君と 二人 

で 雑司ケ 谷の 坂 井 君のお うちへ 約束して おいた 竹 を も 

らいに 行きました。 金網の かわりに、 竹の 細い ので 格 

子 をつ くって やる のです。 目白へ 出て、 学習 院の 通リ 

を 歩いて いると、 僕たちぐ らいの 男の子が、 

「八 王子へ 行く の はこの 道 を 行ったら いいの」 ときき 
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破れた シャツと、 あしの 出た つぎはぎ だらけの ズボ 

ンで、 小さい 風呂敷 包 を 持って います。 髪の毛が 随分 

のびて いて 大人の ようにつ かれた 顔 をして います。 



僕たち は 八 王子 を 知りません。 

「君 は どこから 来たの」 

金 井 君が たずねました。 

「遠い ところから 来たの：：」 

「i® いところ つ て どこな の」 

「深 谷と いうと ころから 歩いて 来たの」 

「へえ、 深 谷って どこ だい、 健ち やん 知って る：：」 

深 谷と いうの は、 どこ だか 知らない けれども、 おか 

あさん は、 ねぎの 話が 出る と、 すぐ、 深 谷の ねぎ はお 

いしかった というから、 ねぎの 出来る ところから 来た 

のか も 知れない と 思いました。 



「本 所 緑 町、 去年の 三月 九日 だ」 

「学校 は：：」 

「五 年き りで やめた のさ。 うち は 貧乏 だから： ： おと 

うさん は サイ パンで 戦死した し、 おかあさんと 赤ん坊 

は 本 所の 区役所の 前で 別れた きり、 だから 僕 一人に 

なった のさ：：」 

「どうして 桶屋 なんかに 行った の」 

「人が 連れて行 つたから」 

「おばあさんの ところ へ なぜ 早く 行かな か つたの… 

〜」 

「おばあさん 〔# 「おばあさん」 は 底本で は 「あば あさん 匕 



いくど も 深 谷に 来て くれたん だけど、 桶屋 なんてつ ま 

ら なくなって、 おばあさんの ところへ 行く のさ」 

「おばあさん は 何 をして るの」 

「あらいはりなん かしてい たんだそう だけど、 今 はよ 

その 手伝い なんかに 行って るんだ よ」 

「家 は 知って るの：：」 

「焼ける 前、 一 一三 度お かあさんと 行った ことがある」 
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僕たち は、 その 男の子 を 連れてお 家へ かえりました 



金 井 君 はそう いいました。 

僕 はおとう さんが、 あの 子に ついて 行って 下さった 

のが とても うれしかった のです。 おとうさん は あの 子 

と 電車に の つ ていろ いろな こと を 話して いるでしょう _ 

静子は 時計ば かりみ ていて、 おとうさん は 何時 ごろ か 

える かしらと それば かり 気にして います。 

おとうさん は 夜お そく かえって 来ました。 僕たちが 

お寝 床 をし いている 時に、 

「かえった よ」 といって 玄関が あきました。 僕 も静子 

も 走って 玄関に 行きました。 

おとうさん は 竹の子 だの 菜つ ぱ だの 持って かえり ま 



「あら、 動物 だって、 風の 音楽 をき くし、 雲 だの 木 だ 

のみて よろこぶ でしよう」 

と、 いいました。 

動物 は、 人間み たいに ぜいたくな もの を ほしがらな 

いから、 自然な 山の 中で、 のんびり くらせて、 戦争な 

ん かないから いいでしょう というの です。 
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朝、 静 子が 走って 来て、 かわいらしい 小さい 鳥が、 

つる ばらの 枝に とまって いると いうので、 そっと 行つ 



だって 焼けて しまって いるし、 いま は 体操場が 僕たち 

の 教室に なって います。 窓の 向こう は 焼 野原で、 草 や 

畑が 青青して いる けれど、 まだまだ 焼 跡つ づきで お 家 

は なかなか 建たない のです。 

僕の 家 もお べんとう をつ くるの は 困って います。 だ 

から、 朝 ごはん をた いても、 いつもた きたての ごはん 

がお とうさん や 僕の べんとうばこ へお さまる のです。 

僕たち は 朝む し パン を 食べます。 弟が 昔の 古 雑誌に 

の つ ていた ごちそうの 写真 をみ て、 ぱくぱく 食べ る ま 

ね をす ると、 おかあさん は かわいそうね、 といい ます- 

おとうさん は、 「案外、 本人 は 知らないで、 そんな こと 



をして いるの だから かわい そ うぢ やない よ」 といい ま 

した。 
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一 日のう ちに ごはんら しい もの を 食べて いるの はい 

いほうで、 何日 もお 来なん てみ たこと がない、 という 

子ども もた くさん います。 

「でも、 私 は、 勉強 をして いる 時 だの、 遊んで いる 時 

は 食べ ものの ことなん か 忘れます」 

と 咲 田 君が いいました。 すると、 他の 女の子た ち も、 



し をし ました。 おとうさん は 大谷君 を 面白い 子 だな と 

い いました。 

おかあさん は 何だか 気分が 悪い といつ て 早くお やす 

みに なった ので、 僕と 静 子が あとかたづけ 〔# 「あと か 

たづけ」 は 底本で は 「あと かたづ づけ 匕 をし ました。 

あくる 朝、 おかあさん は 熱が あって 起きられません 

でした ので、 おとうさんが 台所 をし ました。 おとう さ 

ん がすい とん をつ くって くれました。 僕の つくった ふ 

だん 草 をす いとん に 入れました。 

いつも 丈夫な おかあさんが おやすみ なので、 僕たち 

はちつ ともた のしくありません。 近くに は 氷屋さん が 



ん 草と、 とうもろこしが 植えて あります。 金 井 君 はと 

て も 畑つ くりが うまくて、 こっこつ 畑 を やって います _ 

「ねえ、 馬 鈴薯の 花って 白 だの むらさき だのき れいな 

はず だ に 、 学校 の 馬 鈴薯は 少しも 花が 咲かない ねえ」 

僕が たずね ますと、 金 井 君 は、 

「馬 鈴薯は あまり 花 をつ けち や あ、 いもが つかな いん 

だよ。 花が 咲き かける 時に こやし を やって、 根に 力 を 

つけて やる ようにす ると、 咲き かけた 花に 養分が 行か 

なくなって、 自然に 花が しぼんで ゆく のさ、 そうする 

と 馬 鈴薯が ぐんぐん 大きくな つ ている しょうこ だよ」 

と 申しました。 



どっかで、 いろんな 種 を あつめて きて、 畑の すみに 植 

える ので、 金 井 君 は 時時 大谷君 をし かります。 この あ 

いだ も、 朝顔の 種 を 持って来て、 トマトの 苗のと ころ 

に 植えました。 そして、 ダル マノ メ だの、 カノ コシボ 

リ だのと いう 札 を ぶらさげ るので、 みんな 笑います。 

金 井 君 はすぐ その 種 を ほじく つて 捨てる ので、 大谷君 

がちよ つ と 気の毒になります。 
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今日は、 おかあさんの ぐあいが わるい ので、 僕 は 畑 



つか 戦争み たいな ことが おこり かねないね。 永久に 戦 

争って なくしたい ことに 努力す るの が、 いまの 人た ち 

の 責任なん だよ」 

おとうさん は 暑い ので、 アン ダ シャツ 一枚で 台所 を 

しています。 蛇の目の 傘の 破れた のでく し をつ くって、 

おとうさん はうな ぎの きも を 焼いて います。 

とてもい い 匂いが して、 弟 は 早く 食べたい とさわぎ 

ま ^9 

静子は キヤべ ッを こまかく 切って います。 

「ねえ、 健ち やん、 もうこれ で 四 円ぐ らい キヤべ ッ 切つ 

ちゃった わ」 



静子 は醬油 ビン を 出して、 電気に すかして みてい ま 

す。 静 子の やつ、 けち だな あって 思った けれど、 僕 は 

だまって、 醬油 ビン をみ ていました。 

赤い 水が ビンの 中で 光って いて、 きれいです。 もう 

いくら もありませんでした。 
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わが 庭に、 鶏つ いばめ り、 鶏 小 舎 は 

ひろびろ として さびし そうな リ 



た。 僕 は 時時、 和歌 をつ くりました。 和歌なん てむ ず 

かしい と 思って いた けれど、 案外 面白い ので、 おとう 

さんに みても らいます。 

おとうさん も 僕と 同じように、 時時 歌 をつ くります- 

おとうさんの は むずかしくて よく 判りません けれど、 

おとうさん は 気持の いい 声 をた てて ろうどく します。 

吾子の 声 にぎやか にくる この 朝の 

眼 ざめ のかな しみ ふき 消す 如く 

おとうさんの 歌です。 



学 を おしえに 行かれる ようになりました。 おかあさん 

は、 四 五日 前から 起きられる ようになりました。 とな 

りの 本 田さん のおば さんに もずい ぶんお 世話になった 

ので、 そのうち 鶏で もつ ぶしたら、 お礼に 半分 あげる 

の だとお とうさんが いっていました けれど、 僕 は、 何 

だか、 自分の 家で かっていた 鶏 を 殺す 気に はなれ ませ 

ん。 

鶏 は 何も 知らないで、 こっこ、 こっこと 庭に 遊んで 

います。 この 夏 は あまり 暑かった ので 卵 も 生みません _ 

でも、 今年 は 豊年が たの 暑さ だとい うので 何だかば 

あっと 明るい 気がします。 おとうさんが、 楽 あれば 苦 



ろう けれど、 たった 一 羽 だから 哀れになる のか も 知れ 

ません。 

朝夕 は、 とても 涼しくな りました。 金 井 君 は 時時 

やって来ます。 

今日 もお 昼から 勉強に 来ます。 

僕 は、 去年の 空襲の こと を 考える と、 何だか、 今年 

は のんびり していて、 あわてないで 勉強が 出来る のが 

うれしいです。 
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どこから 来たの 君 は 

だま つ ている から 

みんなが 君 を 笑って いるよ。 

僕 は なかなか 金 井 君みたい に はやく 出来ません。 

「ハ ヴァハ ヴァ」 

と、 金 井 君が せきたて ると、 なおさら 出来ない ので 

す。 ただ 頭の 中をパ ン のように 大きい 金魚が うろうろ 

！ "てレ ます 

今日は 日曜で おとうさん はおう ちです。 

「金 井 君、 これ はどう だ、 おじさんの 歌 はつ まらない 



かあさんと ふるえながら、 壕の 中で、 一 面 火の 海に なつ 

たの を 見て いました けれども、 らんちゅうの ことなん 

か 気がつきませんでした。 

金 井 君の 家で は、 空地 を 借りて 七 百 本 もい も を 植え 

たので、 もう じき、 いもほり をす るから 持って来て あ 

げ ようとい つて くれます。 人に とられる といけ ないか 

ら早 ぼり をす るの だと い つ ていました。 
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夜、 要さん が 遊びに 来ました。 要さん のおう ちも暮 



に対して もす まない。 学校 だけ は 出て おいた 方が いい 

ね」 

要さん は、 はいはいと 返事 をして いました。 

僕 も、 学校 は 好きです。 第一、 たくさんの 友達と 別 

れて しまう ことなん て 出来ません。 疎開から もどって 

来た 友達に、 東京の 空襲の 話 をしながら、 友達って い 

いなと 思いました。 それから、 一等な つかし いのは 先 

生です。 

翌る 朝、 早く 要さん は 元気で かえりました。 

o 

2 



ちゃ つ た。 おばあさん は みんなに ぺ こべ こおじぎ をし 

てるの さ。 —— 僕が お金 を 出したら、 また、 あとで、 

お金 を わたして る 人が あつたから、 おばあさん、 きつ 

と 甲府へ かえれた と 思う ね —— 」 

僕 は 何もい いこと をし なかった し、 めずらしい 話 も 

ない ので、 今夜 はきき 役です。 

つぎは、 沢 井 君の 話です。 〔# 「です。 底本で は 「です 匕 

沢 井 君のお うち は ミシンの 製造 をして いて、 工場 を 

やって います。 沢 井 君のお とうさん は、 とても かわり 

もので、 このあいだ、 北海道へ 行かれる 時、 青 森で、 

沢 井 君と おなじ 年の、 男の子 を ひろって 来られた そう 



だから、 僕、 おとうさん のこと を 中立って いうの さ。 

しらないで 〔# 「しらないで」 は ママ r 気長に みて ゆく 

よりしか たがな いんだ そうだよ。 

その子のお とうさん は、 靴 をな おしてたん だってい 

うんだ けど：： でも、 それ だって わからない よってお 

とうさん がいう のさ。 浅 草で ミシン 屋 をして た つ て、 

長 野で いってた の は、 うちの ことだろう つてお とうさ 

んが 話して たけ ど、 大砲って、 ずいぶん おもしろい 子 

ども だよ。 

歌なら どんなの でも 知って るし、 鶏 小 舎で、 鶏が た 

まご をう むと、 い つも、 どこに いても 一 番に 走って 行つ 



て、 あつたか いの をつ かんで、 大声で 呼びながら 飛ん 

で 来る し、 とにかく 変って るんだ。 学校 大きら いなく 

せに、 おじさん、 大きくな つたら 大学へ あげてね つて 

いってる し、 学校 だって、 一週間の うち、 三度ぐ らい 

しか 行かな いんだよ。 先生 もび つくりし てるけ どね。 

ご飯の 時 だって、 そり や 早 いんだよ。 いま、 お膳に つ 

いたと 思う と、 もう 皿の なかが からつ ぼ：：」 

僕 はとき どき、 沢 井 君のう ちの、 その子 ども をみ た 

ことがあります。 年 はおな じだ けれど、 学校 は 一年 下 

だった ので、 遊んだ ことはありません。 

おでこの ひろい、 眼の ひっこんだ 小さい 子どもです _ 



仕事 を 〔# 「仕事 を」 は 底本で は 「事 仕 を 匕 させ るんだ つ 

て：：」 

「もう 逃げない？」 

金 井 君が、 心配そう にたず ねて います。 

「ああ、 もう 逃げない。 いつも、 縁側で、 さびしそう 

に 歌 をうた つてい るよ。 トラ ジ つてい うの だの、 ァリ 

ランの 歌が すきだね」 

「僕 も 知って るけ ど、 いい 声 だね」 

「うん、 おとうさん は、 大砲 は、 昔の こと を、 何も 話 

さない から、 しっかり したいい 子 だってい つてる よ 



さん は、 もう 台所 をし なくても すむ ようにな つたし、 

僕 も、 静子 も、 もう 台所 はしなくても いいのです。 

おかあさんが、 このごろ、 ノ -1 ストと いう もので、 

パン をつ くって 下さる けれど、 ノ -1 ストの パンって、 

それ はおい しくて、 もう、 これから、 僕たち は、 お 米 

の ごはん を 食べなくても いいなん て 話して います。 

沢 井 君が、 ラビットの ししゅう をした 青い旗 を、 ミ 

シンで ぬって もらって、 それ を 見せて くれました。 と 

て もき れいです。 

或 日、 おとうさんと 銭湯の かえり、 僕 は、 沢 井 君の 

ところの 小 池 君に 道で 会いました。 小さい 子どもたち 
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